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症例報告
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左下肢原発粘液型脂肪肉腫弧発性腹腔内転移の 1例
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1)神奈川県立がんセンター ,肖化器外科,2)同骨軟部腫瘍外科,

3)同病理診断科,4)横浜市立大学医学部 外科治療学

要 旨 :軟部肉腫は稀な疾患であるが,脂肪肉腫はその中で 3番 目に多いとされている。脂肪肉腫の

亜型のうち最多とされる粘液型/円形細胞型脂肪肉腫は,他の亜型と異なり肺外転移を多く認めるこ

とが知られるようになってきた。今回我々は左下肢原発粘液型脂肪肉腫の腹腔内転移を経験したため,

文献的考察を加え報告する。症例は38歳の男性。X年 5月 左大腿部脂肪肉腫の診断で,当院にて左

大腿部腫瘍広範切除術施行し粘液型脂肪肉腫と診断された。X+2年 1月 ,CTで腹腔内に腫瘤影を認

め,脂肪肉腫腹腔内転移の診断で化学療法施行。治療効果はSDであり切除の方針となった。同年 4

月腫瘍摘出術を施行,腫瘍は大網から発生していた。病理から粘液型脂肪肉腫の腹腔内転移と診断し

た。術後補助化学療法を施行したが X+3年 7月 腹腔内再発したため切除予定である。粘液型脂肪肉

腫は円形細胞型脂肪肉腫 と同一の組織亜型に分類され,四肢に好発 しt(12;16)(q13;pll),

t(12;22)(q13;qll― q12)と いう染色体異常を持つ。粘液型/円形細胞型脂肪肉腫は肺外転移を生

じる傾向が強く,四肢原発であっても腹腔内に転移することもある。粘液型/円形細胞型脂肪肉腫は

化学療法に感受性があり,ま た転移巣の切除により生存期間延長が期待できるとの報告もあり,現段

階では遠隔転移例に対しても積極的な治療が望まれる。

Key word鮮  粘液型脂肪肉腫 (myxoid liposarcoma),腹 腔内転移 (iniaabdomind maasmsis)

は じめに

脂肪肉腫は軟部肉腫の中でも最も多い腫瘍の一つであ

り,下肢に好発する.脂肪肉腫は高分化型/脱分化型 ,

粘液型/円形細胞型,多形型の 3つ の組織亜型に分類さ

れるが,粘液型/円形細胞型の脂肪肉腫は初回再発時に

肺外転移を多 く認め,四肢原発であっても腹腔内に転移

を認めることがある.今回我々は左下肢原発粘液型脂肪

肉腫の腹腔内転移を経験 したため,文献的考察を加え報

告する.

症  例

症例 :38歳 ,男性

主訴 :な し

既往歴 :特記事項無し

現病歴 :X年 5月 左大腿部脂肪肉腫の診断で,当 院

骨軟部腫瘍科にて左大腿部腫瘍広範切除術施行した。病

理で粘液型脂肪肉腫と診断し外来で経過観察を行ってい

た。X+2年 1月 ,CTで腹腔内に 6× 8cmの腫瘤影を

認め脂肪肉腫の腹腔内転移と診断し,2009年 2月 から化

学療法 [ifosfalnidc(IFM)+etoposidc(VP-16),2コ ース]

施行した。効果判定 SDであつたため外科的切除の方針

となり同年 4月 当科紹介受診となった。

初診時現症 :身長178cm 体重83kg.腹 部平坦,軟 .

明らかな腫瘤は触知せず.

初診時血液検査所見 (表 1):白血球,血小板,ヘモ

グロビンは正常値であった。AST 491UA, ALT 1211U/1,

,TP 901U/1と 肝胆道系酵素の軽度上昇を認めた。
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